
発表－⑥：萩地域

実施主体名 阿武萩森林組合、有限会社吉岡土建(共同事業体)

連携機関名 山口県萩農林事務所、阿武町

実行計画の名称 阿武町イラオ団地「林業再生プロジェクト」

１ 加速化団地概要

実施場所 阿武郡阿武町大字福田上字イラオ団地

森林面積(ha)
区域面積 人工林 天然林等

４７４．１７ ３０３．２６ １７０．９１

人工林の内訳(ha)
スギ 6 齢級以下 スギ 7 齢級以上 ヒノキ 8 齢級以下 ヒノキ 9 齢級以上

５．９９ ２１９．７５ １９．８２ ３１．６１

所有形態別面積

(ha)

国有林
公有林 森林

総研
公社 会社 個人等

県 市町 財産区

－ － 34.71 － － － － 439.46

２ 取組実績
(1)主な素材生産システム

区分 伐倒 集材 造材 積込 運搬

車両系 チェ－ンソ－ フォワ－ダ チェ－ンソ－ フォワ－ダ フォワ－ダ

架線系 － － － － －

(2)年間素材生産量                        

区 分
①現状値
(H24 年度)

②実績
(H25 年度)

③目標
(H28 年度)

伸び率※1

(％)
達成率※2

(％)

主伐
(㎥/年)

用材 － － １，９００ ０ ０

森林バイオマス － － １００ ０ ０

計 － － ２，０００ ０ ０

間伐
(㎥/年)

用材 ４，４３５ ６，３６８ ７，６００ １４４ ８４

森林バイオマス １８ ４７ ４００ ２６１ １２

計 ４，４５３ ６，４１５ ８，０００ １４４ ８０

合計
(㎥/年)

用材 ４，４３５ ６，３６８ ９，５００ １４４ ６７

森林バイオマス １８ ４７ ５００ ２６１ ９

計 ４，４５３ ６，４１５ １０，０００ １４４ ６４

※1 伸び率：②/①   ※2達成率：②/③

(3)労働生産性と生産コスト    

区分
現状

(H24 年度)
実績

(H25 年度)
目標

(H28 年度)

間
伐

車両系
労働生産性（㎥／人日） ２．９ ３．３ ５．０

生産コスト（円／㎥） １２，０００ １０，１００ ７，５００

架線系
労働生産性（㎥／人日） － － ５．０

生産コスト（円／㎥） － － ７，５００

主
伐

車両系
労働生産性（㎥／人日） － － ６．０

生産コスト（円／㎥） － － ６，５００

架線系
労働生産性（㎥／人日） － － ６．０

生産コスト（円／㎥） － － ６，５００
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３ 発表のポイント

① 阿武萩地域の森林及び素材生産の現状と課題

ア 阿武萩地域の森林の現状

阿武萩地域の森林は、森林面積６万６千ｈａのうち、９８％を民有林が占めています。

また、民有林におけるスギ・ヒノキ人工林の割合は３５％を占める２万３千ｈａで、齢級別には木

材利用期に達した、スギ７齢級・ヒノキ９齢級以上の森林が５９％を占めており、今後、ますます、

資源利用期へ移行していく状況にあります。

            

図１ 森林資源構成                     図２ 齢級別人工林

イ 素材生産の現状

  ａ 素材生産量

  地域の森林資源が利用期へ移行している中、阿武萩森林組合では、従来の保育型から素材生産型

への事業転換に対応するため、平成２３年度に「国産材の利用拡大と森林・林業再生運動」の方針

（以下「運動方針」という。）を定め、独自の取組により、経営体制の強化を図ることとしました。

その結果、近年、搬出間伐に力を入れて取り組んだ成果として、間伐材の素材生産量は、当地域

の搬出間伐面積の増加とともに急激に伸びています。

       

図３ 間伐材の素材生産量と搬出間伐面積の推移

  ｂ 作業システム

     阿武萩森林組合の作業システムは、「伐木・造材：チェ－ンソ－」「集材：フォワ－ダ」

「小運搬・積込：フォワ－ダ」「運搬：トラック」を基本としています。

  ｃ 労働生産性（平成２４年度）

   ２．９m3／人・日 ※上記作業システムにより作業班２班（１４名）で実施。

  ｄ 生産コスト（平成２４年度）

   １２，０００円／m3

ウ 課題

  今後、資源が充実した森林を、適正に維持・管理しながら素材生産量を増大させるには、高性能林

業機械の導入等による効率的な作業システムを構築させるとともに、阿武萩森林組合の素材生産へ

の体制強化を図ることが課題となっています。
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② 森林整備加速化団地等における取り組み

ア 森林整備加速化団地の設定

地域の森林資源及び素材生産の現状等を踏まえ、森林の資源構成において、高齢級の人工林の割

合が高く、市町有林との連携による集約化が見込まれる「萩市高俣団地」と「阿武町イラオ団地」

に、それぞれ森林整備加速化団地を設定し、当団地内において、搬出間伐を集中的・計画的に行い、

ＰＤＣＡサイクルを実践し、低コスト搬出間伐システムの構築に向けて取り組むこととなり、７月

２５日に団地認定されました。

  イ ところが……山口島根豪雨災害により団地認定取り下げ

    森林整備加速化団地の認定（7／25）直後、山口島根豪雨（7／28）により「萩市高俣団地」につ

いては、既設の林道・作業道や団地内の森林資源が甚大な被害を受け、団地の認定要件を満たすこ

とが困難な状況となりましたので、やむを得ず団地認定を取り下げることとなりました。

ウ 「阿武町イラオ団地」の取組（平成２５年度）

  ａ 施業集約化

    森林経営計画策定：２林班、69.36ha

  ｂ 路網整備                   

    林業専用道開設：東イラオ山線 2,700m

    森林作業道開設：笹尾線ほか  1,662m

  ｃ 搬出間伐                       写真１ 搬出間伐後の林分

    搬出間伐（車両系）：17.56ha             

    素材生産：1,357m3（77m3／ha）

  ｄ 人材育成                               

    森林施業プランナ－：新たに２名

高性能機械オペレ－タ－：新たに１名

路網開設オペレ－タ－：新たに１名

搬出間伐作業班：２班→３班

                                                            写真２ 林業専用道「東イラオ山線」

③ 素材生産等の現状把握

  作業班員に、日々の作業内容を細かく作業日報へ記録することを徹底させ、搬出間伐における素材

生産等の現状を把握しました。

ア 素材生産

  山口県森林組合連合会の福栄共販所で市にかけられ、内容を

詳しく分析することが可能な１９箇所、約５０ha の区域を対象

に現状分析した結果は表１のとおりです。

表１ 素材生産の現状分析結果

                               写真３ 新たに導入したフォワ－ダ

イ 労働生産性

３．３m3／人・日 ※作業システム：「伐木・造材：チェンソ－」「集材：フォワ－ダ」「小運搬・積込：フォワ－ダ」「運材：トラック」

ウ 生産コスト

  １０，１００円／m3

ha当たり材積

（m3／ha）

ス　ギ 9,474 24% 79m3(2,034本)

ヒノキ 14,604 32% 152m3(3,263本)

小径木の出材
面積

（ha）
総材積
（m3）

52.50 3,795 72

樹種
原木価格
（円／m3）

直材割合



④ 素材生産等の分析・検証

ア 素材生産

  新たにフォワ－ダを導入し、作業シス

テム及び作業班体制を見直した結果、

前年度の１．４倍（6,368m3）に生産量

を伸ばすことができました。

  また、素材生産の現状を分析・検証し

たところ、生産した原木の直材割合及

び小径木の生産が、原木価格に大きく

反映しています。

イ 労働生産性         

３．３m3／人・日と目標値とは大

きな差がありますが、いずれの事業地         図４ 径級別構成割合

も、安全に搬出間伐を行うため伐倒作業前の除伐作業に人数を要していることや、作業手間を要す

小径木の割合が高く労働生産性が低くなっています。         

ウ 生産コスト

  労働生産性が低く多くの人役を要し、生産コストは１０，１００円／m3となっています。

⑤ 今後の取り組み（改善策）

ア 素材生産

  運動方針及び実行計画の目標達成に向け、共同事業体と連携して、素材生産に取り組んでいきます。

  また、これまで、生産した素材の分析をせず、直材の割合を具体的に把握していませんでしたが、

今回、収集したデ－タの分析・検証結果により、直材割合が原木価格に大きく影響し、想定した直

材割合が低位な状況であり、この結果を作業班員に周知し、造材方法の改善を図っていきます。

イ 労働生産性

  これまで事業量を確保するためや森林所有者の意向をくみ、条件の厳しい場所で無理して搬出間伐

に取り組んできたため、森林所有者への利益還元が十分できない場合もありました。

これからは、現場調査を十分に行い、地形条件等に応じた作業システムによる搬出間伐を実現す

るため、共同事業体と連携を図り高性能機械を導入した搬出間伐を実施し、生産性を向上させると

ともに、労働災害防止のためのリスクアセスメントにも取り組んでいきます。

ウ 生産コスト

今回の分析・検証結果により、素材生産コストのかかる小径木の生産割合が高いことが判明した

ことから、この内容を作業班員に周知し、コスト意識の醸成を図っていきます。

エ ところで……団地認定を取り下げた萩市高俣団地のその後について！

   山口島根豪雨災害のため団地認定を取り下げた「萩市高俣団地」について、被災した林道の災害

復旧工事が平成２６年度８月末日には完成する見込みとなったこと等から、「萩市高俣団地」の区域

を一部見直し、新たに「萩市新高俣団地」として設定し認定（3／31）されました。

今年度からは、２団地においてＰＤＣＡサイクルを実践し、低コスト搬出間伐システムの構築に

向けて取り組んでいきます。

⑥ めざす将来像（地区座談会等を通じて森林所有者に熱弁してきたこと）

  木材需要が期待できる状況の中、今後は間伐を繰り返し、間伐収入を得ながら森林の公益的機能を

維持させ、木材がある程度成長した後には、主伐し、再造林することにより、所有されている森林を

次世代に継承し、森林の循環利用を図りながら地域の環境を守っていくことが必要とされています。

  阿武町イラオ団地では、団地内の森林について主伐を目的に買収を進めている、共同事業体の（有）

吉岡土建と連携を図り、皆伐後は再造林し、森林を循環利用するモデルとなる取り組みを推進して

いきます。




